



























































Figure 1. 出会いについての発想の順序 
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共感と文脈的理解 
共感は多様な概念であるが，まず多くの人が念頭に浮かべるのは Rogers, C. R. のいう共感
であろう。カウンセリングにおいてクライエントのパーソナリティが建設的に変化するため
の「必要にして十分な条件」として彼が示したもののうち，セラピストがそなえるべき3条
件に，無条件の肯定的配慮 unconditional positive regard, 純粋性・自己一致 genuineness, 
congruence に加えて，共感的理解 empathic understanding がある。これは，セラピストが「ク
ライエントの私的世界をそれが自分自身の世界であるかのように感じとり，しかも『あたか
も……のごとく』という性質をけっして失わない」ことと述べられている (Rogers, C. R., 














るビネットで提示されている (成田, 2003) 。 
 


































野, 2016) 。 
 また，Young, J. E. が境界性パーソナリティ障害などの重篤な障害の患者モデルを研究する
中で開発し，同じく第三世代の認知行動療法に位置づけられるスキーマ療法は，伝統的な認
知行動療法に加え，愛着理論，精神分析理論およびその対象関係論，構造主義，ゲシュタル






マが形成されるとしている (Table 1) 。 
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 Table 1 










































 現代心理学は1879年，ドイツの生理学者 Wundt, W. が世界で初めて心理実験室を開設した




























































































Freud, S. の弟子であったRank, O. は，患者を治療者から解釈を与えられる受動的な存在よ
りも，主体的な意志の力を持った能動的な存在として尊重し，意志療法を提唱，治療におけ
る芸術的創造をも重視した。技法よりも治療者の態度を重視したRank, O. の考え方は，のち
の来談者中心療法，人間性心理学を生んだ Rogers, C. R. にも影響を与えている。同じくもと






 Sullivan, H. S. らに代表される対人関係学派は早くも20世紀の前半から，現実の他者との交
流や，精神発達における社会文化的要因に着目した治療に取り組んでいた。彼の有名な言葉
である「関与しながらの観察 participant observation 」(Chapman, A. H., 1978) は，面接の場に
おいて，現実の対人関係の場を切り離して患者個人を客観的に理解することはできないとい














ーブメントであるといえる (Mitchell, S. A., 2000, 1997, 1993; Bromberg, P. M., 2011 など) 。 
 
一者心理学と二者心理学 







が重視されている (鑪, 2016) 。間主観性理論においては，面接場面で生じることはすべて，
クライエントの主観とセラピストの主観との交流によって生み出された間主観的な現象とと
らえる (丸田・森, 2006) 。こうした考え方からすると，Freud, S. に始まる当初からの精神分
析において，患者を独立した個体としてとらえる理論的立場はいわば「一者心理学 one-person 
psychology 」と呼べるものであり，それに対比すると治療者－患者の面接関係，および両者
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In a client-therapist relationship in psychotherapy, it is advisable to assume that there is some prerequisite context for the 
place in which the relationship between client and therapist is built, changes and develops. Each client visits the therapist 
with a different context: What kind of problem do they have? How did that problem come about? What kind of process has 
made the client visit the therapist? And so on. This paper focuses, from the viewpoints of context and the "here-and-now", on 
some themes such as: empathic understanding; historical contexts of psychotherapy; a client's "here-and-now", which is 
highlighted by the therapist based on the client's past-present-future context; and the "here-and-now" that emerges in the 
context of a client-therapist relationship or in the client-therapist relationship itself. 
 
【 Key words: context, here-and-now, psychotherapy relationship 】 
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